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1 い) (i) I = PE + qで t で と する とき

.

で 」 で
、
E 」 で

、

E 」 で より

I. で =

p 1 で に 4 P ァ

1が = が 心に どぼなりげ
= 卬をftp.i.li/=4p2+q2+r2

イ

(II) で = ( 5
.
0
.

Z ) と する

これが で = s Et GO) で + ( sin0 ) で

と 表さ れる とき ( i ) の 結果 から
、

Y
- E = 50 t Z = 4s

III = 25 +E = 4稿 1 と は
、

る

これ を 解い て
、 Z = R

.
i

ウ
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(2) n は 奇数 より
、

n = 2 k + 1 ( R : 整数) と おける
、

この とき
、

n [ 弘 2

士] = ( がい ) ( 3み 2)

三 k + 2 (mod 6 ) の ため
、

n ( "2→一 ] 三 O (mod 6 ) く⇒ k = 4 ( mod 6 )
。

すると 、

k = 6m + 4 (mi 整数) と おける ため

n
= 2 h + 1 = 12 m + 9 と おける

この ため

n 1-
" ] が 6 の 倍数 である 必要 十分条件 は

M を 12 で 割っ た 余り が 9 で ある こと である
、

工 才
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2 い) 共有点 を もっとき r は ( 2 .
0 ) と 共有点 と の 距離 である

共有点 を ( 3GO.sn 0 ) と おく と
.

V2 ュ ( 3cos 0 - 2 )
2

+ が 0

- 8 ( asO .が + さ

- 1 E cosOE 1 より ミード ± 25

r > 0 より fer = 5
カ キ
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(2) r = 1 の とき .

C 、
i ( x - 2 )

2

+ y
2

= 1

G 、 fが + y
2

= 1 の 共有点 を 求める

(い)た f i
-

i ( 2x - 3 ) ( x - 3 ) = 0

3
i. も ニ 3

、 I

おて
共有点 は ( 3

.
o ) ( も

、

埻 )
ま 。

= 事 で あり
7

※
y。-_- ・

平彩に,
y

s t 2 s

-1

求める 面積 は
、 J + G

ケ
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(3)
y

N
州炉

-3 0 1 え x

- 1

回転体 の 体積 を V と する と
.

E E

E = ら (みな府 + f になりほ ー ! いたが

y = sin 0 と おく と
、 dy = add 0 で あり

,

汴
f = f ( 2 + cosOf asOdo - 信 9 cos30 dO

= 乳 一望

i に 務に 読
コ
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3

い) 求める 確率 は 站 + 当 站 で
サ

(2). 表 が 2 回
、
裏 が 1回 出る 確率は 糸 (が

- 表 2回裏 1 回 が 出て
、
かっ

、

日 玉 が マイロ に なる 確率 は
、

1 1 1 1

J
+

F
'

ま t Fi y = j

よに 求める 条件 付 確率は j = f
シ

(3) 袋 の 中 が 白玉 のみ の とき
」
k 回 とも 裏 が 出 ている ため

、

l

この 事象 の 確率 は お
万

(4). 1回 目 赤 玉 を 加える 確率 は さ
.

. 1 回 目 赤 玉 を 加え
、

加 白玉 が k旧 と なる とき

1回目 に 表
、 2 回 目 以降 は 裏 が 出 続け

.

日 玉 を ひき 続け て いる ため 確率 は .

謎さぼば
、

= 註
求める 条件付確率 は 、 註 ' 2 二

石が
セ
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(5) この とき
、

表 が 1回 出 て
」

裏 が 出た 国 は 全て

白玉 を 加え ている

表 が n 回 目 で 出 て
、

日 玉 が ちょうど RAI に なる 確率 は

n n

j . F .
. . .

. MJ =

FR

む て 求める 確率 は
、

なんば ) k+ 1点 註 こ

な こ

蓪
り
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4い

y = e
"

と y = an + b が 共有 点 を もっ には

ピ = 9つ( th っ まり ど 、 an = h が 実数解 を もて ば良い

この とき 2つ の グラフ { Y
- ei - an -① が 共有点 を もっ

y = h -②

① の 右辺 を 拆 ) とおくt.fi = et - 9 である

[ I ] G > 0 の とき
.

x = loga で fk) = 0 . より 増減は 以下 の 通り
。

りげゲ拗 - 0 十

和 」 dtbga)

bin f ) = N より
.蕊和 一 ・

一 が。

h z a ( l
- log a ) で ①

.
② は 共有点 を もっ

、

[ i ] d = 0 の とき 払) > 0 より 抑 は 単調 増加 で

器 fa ) -o.li fm - O より
、

x→ -a

h > O で ① .
② は 共有点 を もつ

.

[ i ] [ II] より ( a = O が h > 0) または 、
( a > 0 が hzaに )

の とき ① ② は 共有 点 を もち 、

この とき
、

y = de y = axtb も 共有点 を もつ
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(2) A から y = x に おろし た垂線 の 方程式 は

y = - x + ( Et t ) 、

これ と
、 y = x と の 交点 が B である から

、

B の x座標 は

も
→

夕

でも
半径 は A と は = x と の 距離に 等しく も

チ

P ( j Et t , f で + Et) である

このため

bi たい - k ×い .li (
も Et) - k (Edit)

で・ いが +いが
ど・

しも で+ ft)礼恐+もが
( 7 + 3tビ) - k ( 3 +7心)

= bit"
( 3 + 7t et)シ ( 7+3比が

=

'器
よ、て これ が 0 に 等しい とき

、
k = j

ツ
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5 A
•

T

6
30

46

-1

p ・

g。
H

・ C

1 O ・

DB・

'

い)
cos < ABC =

1 0
2

+ (46 )
2

- 6
2

= F2.10.46
テr

i.
sin LABC =

J

T は △ ABC の 外接 円 の ため
、

正弦定理 から
、

AC
= 3 0R =

2 sin LABC ト

T の 中心 は H で あり

△ DAB の 面積 が最大 と なる とき
、

上
の 図 の よう に

AB と DH が 直交する
、

この とき の 面積 は 当 4 40 = 24t
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(2) E

や

i
S

i
○ 事

l.CH
間

梁 •

B

2

OH = (4明一 ( 30) = A
=

i

(3) 三 角錐 EABC の 体積 V が最大 と なる とき
、

E
、
O .
H が この 順 に 同 一直線 上 に 並ぶ

このとき
、

V = J . △ ABC ・ ( EO t OH )

= 言 -20た 。 ( 4R + A )

=

1 60 + 20T

3
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